










着実に進んでいる．平成 24 年 3 月末時点で，全国の小
学校にある 26 万の普通教室の 56% にデジタルテレビが，
9% にプロジェクタが，7% に電子黒板が整備されている
（文部科学省 2013）．同様に中学校では 11 万の普通教室
に対して，同 31%，同 5%，同 4%，高等学校では 7 万の




授業では，平成 24 年の 1 年間で 167,377 時間の授業で
実物投影機やプロジェクタが活用されていた（富山市教
育センター 2013）．これは，平成 18 年度の 19,031 時間




平成 24 年 3 月末時点で，教育用コンピュータ１台当た
りの児童生徒数は 6.6 人である（文部科学省 2013）．平
成 18 年 3 月は 7.7 人であったことから相当の台数の整
備が，年々行われているといえる．また，OECD によ
る 2006 年の調査結果では，学校での生徒 1 人あたりの
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徒による ICT 活用を想定した学習活動の記述がみられた．小学校は 72 段落，中学校は 86 段落，高等学校は 255 段落と，
校種が上がるにつれて記述が増えていた．また，いずれの校種にも共通して多い学習活動は，インターネットでの検
索といった情報の収集であった．小中学校では，情報の収集や映像等の視聴といった情報を受け取る学習活動が上位
であり，高等学校では情報の表現や整理など，情報を作り出す活動が上位を占めていた．今後，児童生徒 1 人 1 台端
末が整備された場合に，現行の学習指導要領内で無理なく実施できる学習活動の特徴が明らかになった．
キーワード：学習指導要領，１人１台端末環境，ICT 活用，学習活動




 学習指導要領解説における 児童生徒によるICT活用が想定される学習活動の抽出と分類 
高橋純，堀田龍也* 
Abstraction and Classification on Learning Activities using ICT by Students in Courses of Study  Jun TAKAHASHI, Tatsuya HORITA  摘要 学習指導要領解説から，児童生徒によるICT活用を想定した学習活動に関する記述を抽出した．その結果，小学校では，家庭，体育，特別活動を除く，全ての教科等において，中学校と高等学校では全ての教科等において，児童生徒によるICT活用を想定した学習活動の記述がみられた．小学校は72段落，中学校は86段落，高等学校は255段落と，校種が上がるにつれて記述が増えていた．また，いずれの校種にも共通して多い学習活動は，インターネットでの検索といった情報の収集であった．小中学校では，情報の収集や映像等の視聴といった情報を受け取る学習活動が上位であり，高等学校では情報の表現や整理など，情報を作り出す活動が上位を占めていた．今後，児童生徒1人1台端末が整備された場合に，現行の学習指導要領内で無理なく実施できる学習活動の特徴が明らかになった．  キーワード：学習指導要領，１人１台端末環境，ICT活用，学習活動 Keywords：Course of Study, One to One Computing, ICT Use, Learning Activity  Ⅰ．はじめに （１）授業におけるICT活用の現状 教員が授業で活用するためのICT機器の整備は，年々着実に進んでいる．平成24年3月末時点で，全国の小学校にある26万の普通教室の56%にデジタルテレビが，9%にプロジェクタが，7%に電子黒板が整備されている（文部科学省 2013）．同様に中学校では11万の普通教室に対して，同31%，同5%，同4%，高等学校では7万の普通教室 対して，同3%,同10%，同4%の整備がなされている．  そして，機器整備に呼応するように，年々，教員によるICT活用も進んでいる．例えば，富山市の小 の授業では，平成24年の1年間で167,377時間の授業で実物投影機やプロジェクタが活用されていた（富山市教育センタ  ー2013）．これは，平成18年度の19,031時間と比較すると，約8倍である（図1）．教員によるICT 活用は，このように定着したといえる地域が，群馬県藤岡市など，全国各地にみられるようになってきた． 一方の児童生徒用のICT機器の整備も進んでいる．平成24年3月末時点で，教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数は6.6人である（文部科学省 2013）．平成18年 3月は7.7 人であったことから相当の台数の整備が，年々行われているといえる．また，OECDによる2006年の調査結果では，学校での生徒1人あたりのコンピュータ数は，29ヶ国中 6 位であり，国際的にみても整備されているといえる（OECD教育研究革新センタ  ー2011）． 






















図１ 富山市の小学校における ICT 活用ののべ時間（年間）
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学習指導要領解説における児童生徒による ICT 活用が想定される学習活動の抽出と分類
は 65% であった．中学校においても，同様の質問があ
り，国語は 70%，数学は 77% であった．授業において，
児童生徒がコンピュータを活用するケースはあまりない
といえる．また，OECD による 2006 年の調査結果にお
いても，学校でコンピュータを頻繁に利用すると回答し





用を指導する能力」は，平成 24 年 3 月末時点で 62.8% と，
5 つの領域で最も低い． 
　以上から，授業における ICT 活用は，教員による



























































抽出し，1 人 1 台端末環境で実施が可能な学習活動の特
いない実態が明らかとなっている（OECD教育研究革新センタ  ー2011）． 加えて，教員によるICT活用指導力に関する調査でも，同様の実態があると思われる．「児童生徒のICT活用を指導する能力」は，平成24年3月末時点で62.8%と，5つの領域で最も低い．  以上から，授業におけるICT 活用は 教員によるICT活用に比べ，児童生徒によるICT活用に，より課題があり，特にICT機器整備の充実度と比べ，活用状況に課題があるといえる．  （２）児童生徒によるICT活用の課題 児童生徒のためのICT機器の整備は，これまでパソコンが主流として考えられ，コンピュータ室を中心に整備されてきた．また，この整備状況は，先にも述べたとおり国際的にも高水準にある．しかし，ICT機器の整備は，技術的な発展に左右されやすいことから，新たな状況が生まれている．  近年は，タブレット端末の可能性が議論されている．ノートパソコンと比べても，操作が直感的で小型軽量，安価といった特徴から，パソコンに代わるものといった意見もある（森山ら 2013）．タブレット端末は，小型軽量で持ち運びが容易であることから，普通教室でも活用しやすい．また，安価であることから児童生徒の人数に見合った台数を整備しやすい．つまり，これまでのようにコンピュータ室に移動して活用することと比較すれば，児童生徒が，移動せずに普通教室で1人1台のタブレット端末を活用しやすくなるといえる．この結果，児童生徒のICT活用が様々な学習場面で行われやすくなると考えられる． 国は平成23年度から学びのイノベーション事業及びフューチャースク ル推進事業を進めてい ．これらの事業では，「21 世紀にふさわしい学校教育の実現」，「子ども同士が教え合い学び合う協働的な学び」といったことがかかげられており，新しい教育方法や学習活動の開発が行われている（総務省 2011）．この実現に，児童生
徒１人１台のタブレット端末が活かされている．さらに，大阪市や荒川区など，自治体単位で普通教室への児童生徒１人１台端末の整備も始まっている．このように国による実験的で手厚いサポートのある一部の学校から，自治体内の多くの学校への普及も始まりつつある． そこで，１人１台端末環境で，どのような学習活動をすべきなのかといったことが課題となっている． 新しいICT環境に合わせて，新しい取り組みを行うこともできるだろう．例えば，国が目指す「21 世紀にふさわしい学校教育の実現」は，その例といえる．一方で，現行の学習指導要領解説では，インターネットでの調べ学習やプレゼンテーション活動などが示されており，このような従来から示されてきた学習活動の実施にも，1人1台端末環境は貢献できると思われる．これらの学習活動は，学習指導要領解説に示されていることや，各教科指導の専門家が記述していることからも，制度的にも望まれており，教科指導の観点からも実施すべき学習活動であるといえる．そして，先に述べたように，現状では，ほとんど実施されていない． また，我が国の情報教育は，韓国や中国に比べて教育課程上の位置づけが弱いため，中高生の意欲は高いものの，情報関連用語の認知形成を十分に達成できていない実態がある（本村ら 2013）．学習指導要領解説で示される児童生徒によるICT活用を想定した学習活動は，情報教育，つまり 活用能力の育成とも密接に関連する．そこで，各校種や各教科等における，これらの学習活動の特徴が明らかになれば，各教科等でどのような情報活用能力が必要とされているか，或いは，育成されるかといった基礎資料としても役立つと考えられる． そこで，本研究では，学習指導要領解説から，児童生徒による ICT 活用を想定した学習活動に関する記述を抽出し，1人1台端末環境で実施が可能な学習活動の特徴を明らかにする．  Ⅱ．方 法 （１）分析の対象 
情報活用　（情報活用能力を除く） 情報セキュリティ ラジオ情報活用能力 その他「情報」が含まれる用語 デジタル情報収集 インターネット ディジタル情報を収集 ネットワーク　（情報通信ネットワークを除く） シミュレーション情報の収集 ＩＣＴ [全角] プレゼンテーション収集した情報 機器　（情報機器を除く） ホームページ情報発信 コンピュータ 著作権情報機器 プロジェクター 肖像権情報手段 プロジェクタ 知的財産権情報通信ネットワーク 携帯電話 視聴覚教材情報モラル メディア ソフト（ソフトウェアの意味）情報社会 映像 提示装置情報化した社会 テレビ
表１ 抽出の基準となる用語 表１ 抽出の基準となる用語


















































計 72 段落みられた（図 2）．
　用語では，最も多かったのは，『その他「情報」が含
まれる用語』で 25 段落，次いで「コンピュータ」で 23















小学校，中学校及び高等学校の学習指導要領解説を対象とした．高等学校は各学科に共通する各教科を対象とした．さらに，このうち中学校の技術・家庭及び高等学校の情報は，そもそも生徒がICTを活用すること自体を目標にしている場合が多くあるために，分析から除外した． さらに，対象となる学習指導要領解説は，このままでは記述量が多く，分析が困難なため，表1に示される教育の情報化に関する用語（高橋ら2010）が含まれる記述を，単純に段落単位で抽出し，これを分析対象とした．  （２）児童生徒によるICT活用が想定される学習活動の記述の抽出 児童生徒によるICT活用が想定される学習活動の記述を抽出した．その際，例えば「情報を収集する」と単に書かれているだけで，ICT 機器等の活用が，必ずしも想定されない記述は除外した． そして，校種ごとに，教科別の段落数や，（１）の用語が含まれる段落数を求めた．  （３）学習活動による分類 さらに，（２）で得られた記述を学習活動の種類によって分類した． そのための分類項目は，それぞれの記述から学習活動を抜き出し，似たものを集約して求めた．分類中に，新たな分類項目が必要な状況があった場合は，新分類項目を加えると共に，改めて，最初から新分類項目に分類される学習活動はないか見直した．これらを何度か繰り返した．その結果，映像等の視聴，シミュレーションを用いた学習，情報の収集，情報の整理，情報の表現，情報の伝達，情報の共有や交流，情報社会や情報モラルの学習，情報手段の操作技能の習得の9項目が分類項目となった． また分類の際，一つの段落の内容が，例えば，情報の収集と情報の整理の両方にあてはまるといったケースが数多くみられた．その際には，それぞれあてはまる項目に分類した．  



















総則 国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作






用語 件数その他「情報」が含まれる用語 25コンピュータ 23映像 20
表２ 最も多く抽出された用語（小学校） 表２　最も多く抽出された用語（小学校）








される学習活動の記述が，計 86 段落みられた（図 3）．
　用語では，最も多かったのは，「コンピュータ」で 53
段落，次いで「情報通信ネットワーク」で 32 段落，『そ
























される学習活動の記述が，計 255 段落みられた（図 4）．
　用語では，最も多かったのは，「コンピュータ」で 92
段落，次いで「情報通信ネットワーク」で 78 段落，『そ







 （２）中学校 全ての教科等において，生徒によるICT活用が想定される学習活動の ，計86段落みられた（図3）． 用語では，最も多かったのは，「コンピュータ」で 53段落，次いで「情報通信ネットワーク」で32段落，『その他「情報」が含まれる用語』で24段落であった（表3）． 最も多かった理科（23 段落）では，「身近な脊椎動物の観察記録 動物園や水族館などでの観察記録に加え，コンピュータや 信ネットワークなどの情報手段から得られる資料なども活 」といった「コンピュータ」や「情報通信ネットワーク」の活用に関する記述，「観測しにくい現象などをシミュレーションする」といった「シミュレーション」に関する記述がみられた． 2 番目に多かった数学（13 段落）では，「目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整理」といった「コンピュータ」に関する記述，「インターネットなどの情報通信ネットワークを利用して資料を収集したり，様々な標本調査について調べたりする」といった「インターネット」や「情報通信ネットワーク」に関する記述がみられた． 3 番目に多かったのは国語と保健体育（8 段落）であ


























































 （２）中学校 全ての教科等において，生徒によるICT活用が想定される学習活動の記述が，計86段落みられた（図3）． 用語では，最も多かったのは，「コンピュータ」で 53段落，次いで「情報通信ネットワーク」で32段落，『その他「情報」が含まれる用語』で24段落であった（表3）． 最も多かった理科（23 段落）では，「身近な脊椎動物の観察記録，動物園や水族館などでの観察記録に加え，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手 から得 れる資料なども活用」といった「コンピュータ」や「情報通信ネットワーク」の活用に関する記述，「観測しにくい現象などをシミュレーションする」といった「シミュレーション」に関する記述がみられた． 2 番目に多かった数学（13 段落）では，「目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整理」といった「コンピュータ」に関する記述，「インターネットなどの情報通信ネットワークを利用して資料を収集したり，様々な標本調査について調べたりする」といった「イ ターネット」や「情報通信ネットワーク」に関する記述がみられた． 3 番目に多かったのは国語と保健体育（8 段落）であ





















































用語 件数コンピュータ 92情報通信ネットワーク 78その他「情報」が含まれる用語 76
表４  
































































2 番目に多かった家庭（34 段落）では，「表計算ソフトを活用した家計診断や経済設計を行ったりする」といった「ソフト」の活用に関する記述，「情報モラルやセキュリティ管理の重要性を理解させ，コンピュ の情報機器の仕組みや情報通信ネットワークにつ 解させるとともに，情報を適切に活用するための知識と技術を習得」といった「コンピュータ」「情報通信ネットワークの活用」といった記述がみられた． 3 番目に多かった理科（32 段落）では，「うなりの学習においては，合成波の振動の形をコンピュータやオシロスコープで調べたり，波の重ね合わせを作図したりすることが考えられる」といった「コンピュータ」に関する記述，「解決すべき課題についての情報の収集・検索，計測・制御，結果の集計・処理などにおいて，コンピュータや情報通信ネットワークなどの効果的な活用を図る」といった「情報通信ネットワーク」に関する記述がみられた．  （４）学習活動による分類 小学校で，最も多かった学習活動は「映像等の視聴」（34段落）であった（図5，表5）．例えば，理科では「雲の動きや向きを観測したり，映像情報などを活用したり，雲の動きや天気の変化を予想したりするなどして，気象現象の規則性をとらえるようにする」など17段落，音楽では「視聴覚教材を利用して演奏の仕方への興味・関心を深め，演奏のよさや楽しさを感じ取ることができるように配慮する」など11段落がみられた．2番目に多かったのは「情報の収集」（23段落）であった．社会では「取り上げた地域の市役所などに問い合わせたりインターネットを活用したりして県内の特色ある地域に関する資料を収集し，有効に活用する」など10段落，国語では「本を中心とした資料から新聞や雑誌，インターネットなど様々なメディアへと，その活用や情報収集の範囲も広がっていく」など5段落，総合的な学習の時間では「情報の収集に当たっ は，図書やインターネット及びマスメディアなどで必要な情報を得るにはどのようにすればよ
























1位 映像等の視聴(34) 情報の収集(29) 情報の表現(95)
2位 情報の収集(23) 映像等の視聴(25) 情報の収集(79)
3位 情報手段の操作技能の習得(10) 情報の表現(21) 情報の整理(48)
表５　学習活動の上位
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